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15ュ  しもやま

会
会
議
録
検
索

シ
ス
テ
ム
只
〓
ご
¨
ミ
一ｏ
一ざ
ご
¨
Ｆ̈
Ｔ

一』
輿

巷
・
ピ
し

か
ら
、
参
議
院
議
員
時
代

の
下
村

の

発
言

は

「
国
会
会
議

録
検
索

シ
ス
テ

・ム
只
ず
一ご

¨
ミ

富
キ
訂

】』
鰤
〕
電

ご
じ

か
ら
閲
覧
お
よ
び
ダ

ウ
ン
ぎ

―
ド
が
可
能
で
あ

る
。

伝
記
に
は
、
北
島
膜
子
雄
編

『
聖
将

の
面
影
Ｌ
第

二
十
期
生
会
、

昭
和

四
十

四
年
）
が
あ

る
が
、

同
書

は
下
村
と
接
触

の
あ

っ
た
人

々
に
よ
る
回
想
が
中
心

の
小
冊
子
で
頁
数
も
少
な
く
、
本
格
的
な
伝
記

の
刊

行
が
待
た
れ
る
。
ま
た
下
村
が
昭
和
十
七
年
か
ら
昭

和
十
八
年
に
か
け

て
書

い
た

「
征
戦
閑
話
」
と

い
う

伝
記
的
性
格

の
史
料
も
あ
り
、

『
聖
将

の
面
影
』
と

共
に

「
下
村
定
関
係
文
書
」

に
入

っ
て
い
る
。

下
村
が
陸
軍
科
学
学
校
長
在
任
中

に
同
校

の
教
官

に
対
し

て
行

っ
た
戦
術
教
育
な
ら
び
に
職
員
お
よ
び

生
徒
に
対
し

て
行

っ
た
訓
示

・
訓
話

の
主
要
な
も

の

を
ま
と
め
た
、
陸
軍
科
学
学
校
編
刊

『
紙
憤
之
訓
』

（昭
和
十
七
年
）
と

い
う
Ａ
５
判
、

二
〇
二
頁
程
度

の

書
籍
が
存
在
す

る
。

同
書
は
、
下
村
が
校
長
在
任
当

時
に
在
籍
し
た
職
員
お
よ
び
学
生
に
配
布

が
限
定
さ

れ
た
た
め
、
古
書
店
で
も
見
る
こ
と
は
稀
で
あ

る
。

な
お
、
『
聖
将

の
面
影
』
、
『
紙
憤
之
訓
』
と
も
に

「
下

村
定
関
係
文
書
」

に
含
ま
れ
て
い
る
。

戦
前

に
下
村

が
執
筆

し
た
も

の
と
も

て
は
、

二

九

一
四
年
九
月
上
於

ケ

ル

「
マ
ル
ヌ
」
河
畔

ノ
会
戦

二
就

テ
只

『
偕
行
社
記
事
』
五

一
〇
号
、
大
正
六
年
）

が
あ

る
。
　
　
　
　
　
．

戦
後
、
下
村
は

『
偕
行
』

へ
の
寄
稿
を
中
心
に
多

数

の
著
作
を
執
筆
し
た
が
、
大
別
す

る
と
陸
軍
時
代

の
回
想
と
戦
後

日
本

の
防
衛
政
策

に
関
す

る
も

の
に

分
類
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
陸
軍
時
代
に
関
す

る
論

著
と
し

て
は
、
『
偕
行
』
に
寄
稿
し
た
も

の
と
し

て
、

「
単
独
上
奏

の
思

い
出
只

昭
和

二
十
七
年
七
月
）
、

「
終
戦
処
理

の
回
顧
」
全
二
回

（昭
和
三
十
二
年
九
―

十

一．
月
）
、
「
終
戦

の
思

い
出
只
昭
和
三
十
七
年
九
月
）
、

「
終
戦
処
理

の
思

い
出
」
全
二
回

（昭
和
三
十
九
年
八

―
十
月
）
が
ぁ
り
、

そ
れ
以
外

の
雑
誌

に
投
稿
し
た

も

の
と
し

て
は
、

「
帝
国
陸

軍

の
骨
を
拾

ふ
―
最
後

の
陸
軍
大
臓

の
記
録
―
只
『
文
藝
春
秋
』
三
十
１
九
、

昭
和

二
十
七
年
）
、

「
単
独
上
奏

の
思

い
出
只

『
大
陸

問
題
』

一
―
七
、
昭
和

二
十
七
年
）
、
「
世
界
史
に
な

い
復
員
只

『
政
経
指
針
』

ニ
ー
八
、
昭
和
三
十
年
）
等

が
あ

る
。
戦
後

日
本

の
防
衛
政
策

に
関
す

る
も

の
と

し
て
は

「
新
自
衛
軍
建
設
に
関
す

る

一
構
想
」
全

二

回

翁
偕
行
』
昭
和

一
一十
九
年
六
―
七
月
）
、

「難
産

の

国
防
会
議
―
法
案
審
議

の
経
過
及
私
見
―
只
同
昭
和

三
十
年
八
月
）
、
「
ゎ
が
国
防

の
現
況
に
対
す

る
雑
感
」

全
二
回

（同
昭
和
三
十

四
年

四
―
六
月
）
、

「
防
衛
庁

の

″省
″
昇
格
共
同
昭
和
三
十
九
年
五
月
）
が
ぁ

る
。

ま
た
、
戦
後

に
執
筆
さ
れ
た
戦
史

に
関
す

る
論
著
と

し

て
は
、

妥

一月
十

日
に
因
ん
で

只

同
昭
和

四
十
年

二
月
）
、

二

部
に
誤
伝
さ
れ
た
北
村
旅
団
共
同
昭
和

四
十

一
年

二
月
）
、

「
畑
将
軍
と
杭
州
湾

上
陸
作
戦

」

（同
昭
和
三
十
七
年
六
月
）
が
ぁ
り
、
人
物
評
論
と
し

て
は

「
吉
本
大
将
を
偲
ぶ
只

『
僧
行
』
昭
和
三
十

四

年
十
月
）
が
ぁ

る
。

な
お
、
本
項
で
記
載
し
き
れ
な

か

っ
た
下
村

の

『
借
行

』
投
稿

記
事

に

つ
い
て
は
、

コ
偕

行

』

記
事

索

引
只

『
僧

行

』

三

二

一
、

臨

時
増

刊

偕

行
社

創
立

百
周

年

記

年

号
、

昭
和

五
十

二
年

）

を
参
考

に
す

る
と
良

い
。

評
伝

と
し

て
は
最
も

よ
く
ま

と
ま

っ
た
も

の
は
、

保
阪
正
康

「
下
村
定
―
陸

軍
解
体

の
見
届
け
役
を

つ

と
め
た
陸

相
―
共

同

『
陸

軍
良
識

派

の
研
究

』
光
人

社

、

平
成

八
年
）
や
、

上
述

し

た
下

村

の
日
記

や
陸

軍
関
係

の
史
料

を
使
用

し
た
保
阪

正
康

「
最
後

の
陸

軍
大
臣
、

そ

の
残

さ
れ
た
手

記
共

同

『
昭
和
陸

軍

の

研
究

』
下
、
朝

日
新
聞
社
、

平
成

十

一
年
）
で

あ

る
。

こ

の
他

に
も
、
松
村
秀

逸

「
下
村
定

と

い
う
人
員

『
僧

行

』

昭

和

三
十

四
年

五
月

）
ゃ
、

死

去

し

た
直

後

の

『
偕

行
』

に
は

「
下
村
定
氏

の
偕
行
社
葬
」
、

横

田
豊

一
郎

「
故
下
村
将

軍
を
仰
慕

す

る
」
、
広
瀬
栄

一
「
亡

く

な

ら

れ
た

日

の
下
村

大

将
」
、

菰

田
康

一

「
下
村

将

軍

を
偲

ぶ
」
、

土

井

勤

「
下

村

閣

下

の
思

い
出

」

が
掲
載

さ
れ

て

い
る
と
と
も

に
下
村

の
遺
稿

と
な

っ

た

「
近
ご

ろ
、

は
が
ゅ
く
思
う

こ
と
只

以
上
昭
和

四

十

三
年
五
月
）
が
収
録

さ
れ

て

い
る
。

栗

屋
憲
太
郎

・
吉

田
裕
編

・
解
説

『
国
際
検
察
局

（Ｉ
Ｐ
Ｓ
と
尋
間

調
書

Ｌ

日
本

図
書

セ

ン
タ
ー
、
平
成

五
年

）
に
、

国
際

検
察

局

が
行

っ
た
下
村

の
尋
問

調

書

お
よ
び

そ

の
関
係
資
料

が
収
録

さ
れ

て
い
る
。

（長
南
　
政
義
）

下
山
定
則

（し
も
ゃ
ま
。
さ
だ
の
り
）

明
治

三
十

四
―
昭
和

二
十

四
年

貧
き

下
瓦
男
）


